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●公共交通の便を良くする ●登下校の道を明るくしてほしい
●自転車の走る所がない ●友達と遊べる施設、公園がほしい
●勉強できる自習スペースを作ってほしい
●Wi-Fi 環境の改良 ●高校生や大学生に対する支援が少ないと思う
●他校、地域の人との関わりを増やしたい

【参加者アンケート結果】
市議会の活動に興味や関心をもちましたか？

とても興味や関心をもった
ある程度興味や関心をもった

●栗東市民の要望に応えるように、進めてくれていると感じられた
●想像していた堅苦しいイメージではなく皆さんとても優しく明るい雰囲気でした
●しっかり高校生の話も聞いてくれる人だと思いました
●またこういう話す機会を作ってほしいです

高校生が暮らしやすい
栗東市

●健康的に生活できる環境づくり
●20年後には全ての車が自動運転になっている
●発言のしやすい社会になってほしい
●AIの発展で人間が最終的に不要になってしまうかも
●SNSの利用方法について、より考えていく必要がある

栗東高
校２０年後の未来

高校生 の思いを
聴きま した!!

【主権者教育の一環として】
議員と対話の機会
市議の仕事の説明
パブリックコメントの紹介

今回の広聴会は、市内３校３日程での開催のため、議員を振り分けての実施となりました。
聾話学校高等部の生徒たちには市役所にお越しいただき、議場見学も兼ねて 90 分で実施しました。
栗東高校では、美術科の１年生に対し授業での実施。教室の移動時間もあることから 50 分の時間
厳守でかなりタイトな時間設定にも関わらず、生徒の皆様からはたくさんの思いを聴かせていた
だけました。国際情報高校は、生徒会役員と放課後に実施し、生徒会役員として、
生徒たちの代表らしく、校内の意見を取りまとめているような、我々議員視点
の話が多かったように思います。
先生方からも良い機会だったと感想をいただきました。＜特集担当：島田・谷口＞

令和 7 年 1 月 20 日（月曜日）  聾話学校高等部（1～ 3 年生）14 名
令和 7 年 1 月 28 日（火曜日）  栗東高校 美術科（1 年生）37 名
令和 7 年 1 月 29 日（水曜日）  国際情報高校 生徒会の生徒（1・2 年生）19 名

聾話学校
高等部聾話学校の生徒が

暮らしやすいまち

●補聴器をイヤホンと間違えないように、みんなに知ってもらいたい
●みんなと楽しく手話を使って会話したい
●高齢者が増えて子どもの数が減る「少子化問題」を改善してほしい
●バス停に屋根があったらいい
●指差しのポスターを配置して視覚によるコミュニケーションを増やしたい

対話を便利にするSOUNDカードTMを使用したワークショップで
若い世代の意見を聴くとともに、

議会を身近に感じていただく機会としました。

アンケート等詳細はこちらから SCAN HERE！

【高校生たちの思いを聴いて】

９３％

国 際情報
高校

▲高校生による指差しポスターのイメージ図
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1月臨時会・３月定例会
審議した議案・意見書・議提案など　　＊賛否が分かれた案件は（別表）

件　名 採択結果

人
事

公平委員会委員の選任につき議会の同意を求め
ることについて
( 氏名 : 平井 建志 氏 )

同意

教育委員会教育長の任命につき議会の同意を求
めることについて
( 氏名 : 今井 義尚 氏 )

同意

固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会
の同意を求めることについて
( 氏名 : 浅井 剛 氏 )

同意

人権擁護委員の推薦につき議会の意見を求める
ことについて
( 氏名 : 川波 重和 氏 )

適任

条
例

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例
( 懲役及び禁錮刑が廃止され代わりに拘禁刑が創
設されたことに伴い関連の条例を改正 )

可決

公文書の管理に関する条例の制定について
( 公文書の適正な管理と保存を推進し、市民に説
明する責務を全うするため）

可決

条
例
（
一
部
改
正
）

部設置条例
( 令和 7 年度における行政組織機構の見直しに伴
う改正 )

可決

職員の給与に関する条例等
( 扶養手当の改正など人事院勧告による改正等 )

可決
（別表）

職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務
時間、休暇等に関する条例
( 子の看護休暇の拡大等、人事院規則改正に伴う
改正 )

可決

税条例
( デジタル社会形成基本法等の改正に伴う改正 ) 可決

国民健康保険税条例
( 国民健康保険税率を改定 )

可決
（別表）

栗東墓地公園等整備基金条例
( 合葬墓を整備するため栗東墓地公園等整備基金
の目的に栗東墓地公園の整備を加える )

可決

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例及び家庭的保育事
業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
( 子ども・子育て支援法施行規則等の改正に伴う
連携施設の経過措置年数等の改正 )

可決

件　名 採択結果

条
例
（
一
部
改
正
）

地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例
( 適正な都市機能・健全な都市環境を確保するた
め、北中小路 3 期地区地区整備計画区域を新た
に追加 )

可決

空家等対策条例
( 空家等対策の推進に関する特別措置法の改正に
伴う管理不全空家等の定義付け等の改正 )

可決

布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに
水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部
を改正する条例
( 水道法施行規則の改正に伴う改正）

可決

非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関す
る条例
( 消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する
法律施行令の改正に伴い、退職報償金支給額表の
勤務年数に「35 年以上」の区分を設ける )

可決

消防団員等公務災害補償条例
( 内閣政令の改正に伴う補償基礎額について改
正 )

可決

そ
の
他

第六次栗東市総合計画基本構想の変更及び後期
基本計画の策定につき議会の議決を求めること
について
( 第六次栗東市総合計画基本構想の変更および令
和 7 ～ 11 年度を計画期間とする後期基本計画を
策定 )

可決

道路線の廃止について
( 北の山吉田線、上砥山区内１号線 ) 可決

道路線の変更について
( 上砥山区内古川線 ) 可決

道路線の認定について
( 山手幹線側道１号線、山手幹線側道２号線、下
鈎西浦線、上砥山南谷線、出庭立海道線、上砥山
団地３号線、上砥山団地４号線、上砥山団地５号
線 )

可決

意
見
書

高額療養費制度の自己負担限度額の引き上げに
反対する意見書

否決
（別表）

議
提
案

栗東市議会の個人情報の保護に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 可決

令和 6 年度　一般会計・特別会計　補正予算

会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第 7 号） 1億5,811万6千円(増額) 296 億 2,272 万円 民生費の増額 可決

一般会計（第 8 号） 1億4,650万5千円(減額) 294 億 7,621 万 5 千円 土木費の減額等 可決

一般会計（第 9 号） 3億3,122万円(増額) 298 億 743 万 5 千円 教育費の増額 可決

国民健康保険 ( 第 4 号 ) 72万円(増額) 54 億 8,921 万 8 千円 諸支出金の増額 可決

後期高齢者医療（第３号） 2,536万8千円(増額) 9 億 1,413 万 1 千円 後期高齢者医療広域
連合納付金の増額 可決

介護保険（第 5 号） 8万円(増額) 44 億 1,080 万 4 千円 基金積立金等の増額 可決

水道事業会計（第 4 号）
収入　　 4,711万2千円(減額) 19 億 787 万円 企業債の減額等 可決

支出 509万6千円(減額) 23 億 1,124 万 1 千円 建設改良費の減額等 可決

公共下水道事業会計（第 3 号）
収入 1億4,527万2千円(減額) 24 億 9,154 万 5 千円 企業債等の減額 可決

支出 1億3,492万8千円(減額) 31 億 939 万 7 千円 建設改良費の減額等 可決
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3月定例会の概要
本会議【閉会】
4常任委員長による審査経過・結果報告および
委員長報告への質疑。議案討論・採決。

本会議【個人質問】
10人の議員が市政全般に
ついて質問。

P6～ P11～常任委員会
4常任委員会でそれぞれ付託された議案を審査。
委員会としての賛否を決定。

3/253/25 3/10～143/10～14 3/5・63/5・6

本会議【開会】
市から議案について説明

本会議【代表質問】
会派代表が施政方針・教育方針について質問。

P8～2/252/25 3/4・53/4・5

令和 7 年度　一般会計・特別会計　予算
会計名 予算総額 前年度当初予算比較増減 採択結果

一般会計 310 億 1,900 万円 22 億 500 万円 可決（別表）

土地取得 1 億 1,982 万 9 千円 -102 万 3 千円 可決
国民健康保険 53 億 2,652 万 9 千円 -1 億 1,319 万 2 千円 可決（別表）

後期高齢者医療 9 億 2,224 万 5 千円 3,598 万 8 千円 可決（別表）

介護保険 44 億 708 万円 1 億 6,482 万 7 千円 可決（別表）

墓地公園 746 万 1 千円 3 千円 可決

大津湖南都市計画事業
栗東新都心土地区画整理事業 3,313 万円 -3,285 万 7 千円 可決

水道事業会計 20 億 5,049 万円 -2 億 6,460 万 7 千円 可決
公共下水道事業会計 32 億 2,679 万 8 千円 -1,675 万 3 千円 可決
農業集落排水事業 4,243 万 8 千円 1,661 万 4 千円 可決

令和 7 年度　一般会計　補正予算
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第 1 号） 3億3,122万円(減額) 306 億 8,778 万円 教育費の減額 可決

賛否の公表
賛成・反対の双方があった議案について表示します。（多 = 賛成多数、少 = 賛成少数　　○…賛成、●…反対）

会派名
議員名

案件

賛
成
の
数

新政会 ネットワーク 公明 共産 究理 未来
上
田　
忠
博

三
木　
敏
嗣

里
内　
英
幸

梶
原　
美
保

西
田　
　
聡

寺
田　
靖
広

奥
村　
　
明

田
村　
隆
光

上
石
田
昌
子

谷
口　
律
香

川
嶋　
　
恵

塩
見　
　
隆

青
木　
千
尋

伊
吹　
　
裕

武
村　
　
賞

櫻
井　
浩
司

島
田　
利
恵

予
算

一般会計予算 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇
国民健康保険特別会計予算 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇
後期高齢者医療特別会計予算 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇
介護保険特別会計予算 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

条
例

（
一
部
改
正
）

職員の給与に関する条例等 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇
国民健康保険税条例 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

意
見
書

高額療養費制度の自己負担限度
額の引き上げに反対する意見書 少 ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

※議長（中野 光一議員）は採決に加わらない
※会派名の正式名称は次の通り ﾈｯﾄﾜｰｸ（栗東市民ﾈｯﾄﾜｰｸ）、公明（公明栗東）、共産（日本共産党栗東市議団）、究理（究理の会）、
　未来（未来創造りっとう）

傍 聴 にお越しください
　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。
◦開会時間は、いずれも 9 時 30 分を予定しています。
◦日程については、現段階での予定であるため、変更になる
　場合がありますのでご了承ください。
◦議場には車椅子を利用されている方の傍聴者席を設置しています。
◦手話通訳者の配置をご希望の方は事前に
　議会事務局へ連絡をお願いします。

●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
　TEL:551-0137 FAX:551-0146
　 :gikai@city.ritto.lg.jp

議会の様子は、開催後
速やかに YouTube に
アップしており、動画でも
ご覧いただけます。▶

5月臨時会の予定
5 月 30日 本会議（議長選挙等）

6月定例会の予定 （土・日・祝は除く）

6 月 12日 本会議（議案上程等）
19 日～ 23日 本会議（個人質問）
24 日・25日 各常任委員会
30 日 本会議（委員長報告・採決）

▲令和 7 年度当初予算
　の概要 ( 市ＨＰより )
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～3月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～
※委員長報告を映像で
　ご覧いただくことができます

♦
健
康
運
動
公
園
の
中
の
経
堂
池

を
市
が
購
入
！

　

令
和
７
年
度
に
健
康
運
動
公

園
の
造
成
詳
細
設
計
に
取
り

掛
か
る
。
公
園
の
開
園
は
令

和
14
年
の
予
定
。

（
Ｐ
16
に
も
情
報
を
掲
載)

 

健
康
運
動
公
園
造
成
詳
細
設
計

委
託
料
等
の
中
身
は
。
ま
た
、

経
堂
池
の
坪
単
価
は
い
く
ら
か
。

 

詳
細
設
計
等
の
中
に
は
今
ま
で

実
施
し
た
用
地
測
量
や
境
界
測

量
の
成
果
を
集
約
す
る
業
務
も

含
ま
れ
る
。
令
和
７
年
度
末
に

は
詳
細
設
計
を
仕
上
げ
た
い
。

経
堂
池
の
坪
単
価
は
２
万
９
千

円
を
想
定
。

 

経
堂
池
は
旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場

の
問
題
で
県
が
水
質
検
査
等
を

毎
年
２
回
ほ
ど
実
施
し
て
い
る

が
、
ど
う
な
る
の
か
。
環
境
調

査
に
経
堂
池
の
水
質
検
査
は
入

っ
て
こ
な
い
の
か
。

 

県
が
旧
Ｒ
Ｄ
の
水
質
検
査
、
地
下

水
の
関
係
で
健
康
運
動
公
園
の

エ
リ
ア
内
で
何
地
点
か
観
測
し

て
い
る
も
の
は
残
し
た
ま
ま
公

園
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。
現

在
、
県
が
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

引
き
続
き
、
県
に
し
て
も
ら
う
。

♦
住
み
た
い
市
民
に
住
ん
で
い
た

だ
く
た
め
の
市
営
住
宅
の
改
修

状
況
は
？

（
市
営
住
宅
維
持
補
修
事
業
）

 

以
前
、
現
状
の
市
営
住
宅
を
改

修
す
れ
ば
入
居
可
能
な
部
屋
は

65
戸
と
聞
い
て
い
る
が
、
令
和

７
年
度
予
算
で
何
戸
の
改
修
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

 

令
和
７
年
度
予
算
は
１
６
５
０
万

円
で
あ
り
、
今
年
の
改
修
実
績
で

１
室
約

１８０
万
の
経
費
が
掛
か
る
こ

と
か
ら
、
改
修
は
９
室
く
ら
い
を

予
定
し
て
い
る
。

♦
お
墓
の
新
た
な
あ
り
方
を
考
え
る

　

墓
の
維
持
管
理
や
継
承
が
困

難
な
方
、
や
む
を
得
ず
自
宅

に
お
骨
を
保
管
し
て
い
る
方

の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
合

葬
墓
の
整
備
を
新
た
に
計
画
。

 

合
葬
墓
の
受
け
入
れ
可
能
数
お

よ
び
受
け
入
れ
対
象
の
範
囲
は
。

 

受
け
入
れ
可
能
数
に
つ
い
て
は
、

カ
ロ
ー
ト
の
サ
イ
ズ
か
ら
約

２
千
体
と
な
る
。
ま
た
、
受
入

対
象
の
範
囲
・
詳
細
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
度
の
栗
東
墓
地

公
園
管
理
委
員
会
の
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
決
定
し
て
い
く
。

♦
利
用
者
減
に
よ
る
バ
ス
事
業
者
の

赤
字
補
填
に
税
金
を
投
入
す
る

　

マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
伴
う
新
し
い
生

活
様
式
の
定
着
等
に
よ
り
利

用
者
数
の
減
少
が
進
む
中
、

運
行
事
業
者
よ
り
、
事
業
収

支
の
改
善
を
見
込
め
な
い
こ

と
か
ら
損
失
補
填
等
の
要
望

を
受
け
、
補
助
を
お
こ
な
う
。

帝
産
バ
ス
市
内
４
路
線
の
全

便
に
対
し
て
の
赤
字
補
填
と

な
る
。

 

事
業
者
に
対
し
て
事
業
計
画
の
提

出
や
事
業
提
案
を
行
っ
て
も
ら
う

な
ど
の
強
制
力
が
な
い
と
、
市
民

か
ら
納
得
が
得
ら
れ
な
い
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

 

バ
ス
事
業
者
に

対
し
市
民
の
税

金
を
使
用
す
る

以
上
は
、
赤
字

の
縮
小
に
つ
い

て
の
努
力
を
求

め
て
お
り
、
事

業
計
画
の
作
成
や
協
定
に
つ
い

て
も
進
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

♦
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
が
本
年
４
月
か
ら

い
よ
い
よ
開
始
！

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
と
は
、
子
育

て
中
の
方
が
仕
事
や
用
事
な

ど
で
子
ど
も
の
世
話
が
出
来

な
い
時
に
、
地
域
の
人
が
応

援
す
る
、
会
員
同
士
の
相
互

援
助
活
動
。　

(

Ｐ
16
に
も
情
報
を
掲
載)

 

提
供
会
員
の
資
格
要
件
や
募
集

状
況
は
。

 

要
件
は
18
歳
以
上
で
援
助
活
動

を
行
え
る
こ
と
。
募
集
は
社
会

福
祉
協
議
会
と
調
整
し
、
準
備

を
進
め
て
い
る
。

 

預
か
り
に
つ
い
て
１
対
１
に
限

る
の
か
、
ま
た
、
預
か
る
場
所

の
制
限
は
。

 

基
本
、
１
対
１
で
あ
る
。
預
か

る
場
所
に
つ
い
て
は
、
自
宅
に

加
え
児
童
館
な
ど
の
公
共
施
設

を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ

予
算
常
任
委
員
会

ど
う
使
わ
れ
る
の
？
令
和
７
年
度
予
算
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♦
栗
東
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

　
令
和
７
年
度
、
各
部
局
の
課

題
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

的
確
に
対
応
・
推
進
す
る
た

め
組
織
を
改
編
。

 

危
機
管
理
局
、
市
長
公
室
を

廃
止
、
健
康
運
動
公
園
整
備

事
業
推
進
課
を
都
市
整
備
部

に
移
管
、
上
下
水
道
所
長
を

建
設
部
長
が
兼
務
す
る
経
緯

と
理
由
は
。

 

危
機
管
理
局
は
ス
ム
ー
ズ
な

初
動
体
制
を
構
築
す
る
た
め

市
民
部
に
移
管
。
市
長
公
室

の
健
康
運
動
公
園
整
備
事
業

推
進
課
は
都
市
計
画
と
一
体

的
に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

都
市
整
備
部
に
移
管
。
雨
水

幹
線
の
工
事
を
建
設
部
長
が

牽
引
し
推
進
す
る
た
め
上
下

水
道
所
長
と
兼
務
と
し
た
。

 

部
・
課
の
配
置
場
所
等
が
変

わ
る
が
市
民
へ
の
周
知
は
。

 

配
置
は
で
き
る
限
り
部
で
ま

と
め
る
。
場
所
の
変
更
は
案

内
掲
示
な
ど
で
周
知
す
る
。 

♦
栗
東
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

　
滋
賀
県
に
お
い
て
原
則
令
和

９
年
度
に
県
内
市
町
の
保
険

料
水
準
の
統
一
を
決
定
し
て

お
り
、
本
市
の
国
保
税
率
を

県
が
示
す
標
準
保
険
料
率
に

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
保
険
料
率
と
の
乖
離
や
医

療
費
の
伸
び
等
を
ふ
ま
え
税

率
を
相
応
に
引
き
上
げ
る
。

 

被
保
険
者
へ
の
周
知
は
。

 

６
月
に
郵
送
す
る
税
額
の
決

定
通
知
で
税
率
や
税
額
を
、

ま
た
広
報
等
を
通
じ
て
引
上

げ
の
背
景
や
変
更
内
容
を
周

知
す
る
。

 
繰
越
金
を
令
和
７
年
度
、

４
２
５
６
万
５
千
円
活
用
す

る
。
以
降
、
年
次
的
に
活
用

し
て
い
く
の
か
。
繰
越
金
の

残
見
込
み
は
。 

 

毎
年
、
県
提
示
の
標
準
保
険

税
率
の
税
額
等
が
変
わ
る
。

今
後
、
年
次
的
に
そ
れ
に
応

じ
て
見
直
す
。
医
療
費
が
伸

び
続
け
る
等
で
あ
れ
ば
引
上

げ
を
検
討
す
る
。
そ
の
場
合
、

繰
越
金
も
投
入
し
負
担
軽
減

の
検
討
が
必
要
。
現
段
階
で

繰
越
金
は
１
億
か
ら
１
億

　

 

５
千
万
円
程

度
を
残
す
試

算
で
あ
る
。

♦
栗
東
墓
地
公
園
等
整
備
基
金
条
例
改
正

　

栗
東
墓
地
公
園
内
へ
の
合
葬
墓

整
備
に
あ
た
り
、
基
金
を
活
用

で
き
る
よ
う
条
例
を
改
正
。

 

草
津
市
と
栗
東
市
で
、
栗
東
墓
地

公
園
を
整
備
さ
れ
た
が
、
栗
東
市

が
基
金
を
使
用
し
て
合
葬
墓
を
整

備
す
る
こ
と
に
草
津
市
民
に
不
利

益
は
生
じ
な
い
の
か
。

 

基
金
は
、
墓
地
公
園
使
用
者
の
永

代
使
用
料
で
あ
る
。
合
葬
墓
の
優

先
者
が
、
栗
東
墓
地
公
園
使
用
者

の
た
め
、
不
利
益
は
な
い
。

♦
地
区
計
画
内
に
お
け
る
建
築
物
の

制
限
に
関
す
る
条
例
改
正

　

建
築
物
の
用
途
の
制
限
が
で
き

る
よ
う
、
北
中
小
路
３
期
地
区

地
区
計
画
区
域
を
追
加
。

  

計
画
地
の
西
側
に
造
成
地
が
あ
る
。

地
区
計
画
に
入
っ
て
い
な
い
の
か
。

 

地
区
計
画
前
に
、
開
発
許
可
を
得

て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
に
入
っ

て
い
な
い
。

♦
栗
東
市
空
家
等
対
策
条
例
改
正

　

放
置
す
れ
ば
「
特
定
空
家
」
等

に
該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態
の
空
家
等
を
「
管
理
不
全
空

家
」
等
と
位
置
づ
け
て
所
有
者

に
指
導
等
を
お
こ
な
え
る
よ
う

条
例
を
改
正
。

 

特
定
管
理
不
全
状
態
の
長
屋
お
よ

び
共
同
住
宅
は
存
在
す
る
の
か
。

  

長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
は
な
い
。

 

特
定
管
理
不
全
状
態
の
空
家
と
認

め
ら
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対

応
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
特
定
管

理
不
全
状
態
の
空
家
は
あ
る
の
か
。

 

特
定
空
家
は
２
件
認
定
し
て
い
る
。

認
定
後
は
助
言
、
指
導
を
行
う
流

れ
と
な
る
。
改
善
が
図
ら
れ
な
い

時
は
、
勧
告
、
命
令
と
な
る
。
最

終
的
に
命
令
に
従
わ
ず
、
危
険
な

状
態
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
行
政
代

執
行
と
な
る
。

♦
市
道
の
廃
止
、
変
更
、
認
定

　

山
手
幹
線
整
備
事
業
に
伴
う
県

道
川
辺
御
園
線
拡
幅
工
事
に
伴

う
道
路
の
延
伸
等
に
よ
る
変
更

や
廃
止
、
ま
た
開
発
に
伴
う
道

路
認
定
の
審
査
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

環
境
建
設
常
任
委
員
会

新
年
度
、一
部
組
織
を
改
編（
部
局
室
・
課
）

栗
東
墓
地
公
園
内
の
合
葬
墓
整
備
の
た
め
基
金
を
活
用

常任
委員会
とは

市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本会議の予備的な審査や重要な事柄の調査をしています。
現在、4つの委員会に分かれ、議案などを審査しています。

▲出典：空き家対策特設サイト
　　　　(国土交通省)

そのまま放置す
ると倒壊等のお
それがある状態。

窓や壁が破損し
ているなど、管
理が不十分な状
態。

特定空家

管理不全空家

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上田 忠博、○上石田 昌子、川嶋 恵、寺田 靖広、島田 利恵



特

集

個
人
質
問

定
例
会

代
表
質
問

委
員
会

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎西田 聡、○青木 千尋、櫻井 浩司、塩見 隆、奥村 明、谷口 律香

りっとう議会だより 2025.5.1 8

認
定
こ
ど
も
園
や
小
規
模

園
、
系
列
園
同
士
の
連
携
を

さ
ら
に
強
化
し
、
保
育
・
教

育
の
質
を
確
保
す
る
た
め
の

条
例
改
正
に
つ
い
て
審
査
し

ま
し
た
。

 

認
定
こ
ど
も
園
等
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
小
規
模
保
育

事
業
者
の
保
育
士
が
急
遽
欠

員
と
な
っ
た
場
合
に
、
保
育

を
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
か
。　

 

連
携
に
は
、
保
育
内
容
の
支

援
に
関
す
る
も
の
と
代
替
保

育
の
２
種
類
が
あ
る
。
保
育

内
容
の
支
援
で
は
、
小
規
模

園
が
こ
ど
も
園
等
の
園
庭
を

使
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、

小
規
模
園
で
は
体
験
で
き
な

い
集
団
の
中
で
保
育
を
受
け

る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、

代
替
保
育
に
つ
い
て
は
、
小

規
模
園
で
病
気
な
ど
に
よ
り

保
育
士
に
欠
員
が
出
た
場
合
、

保
育
に
大
き
く
影
響
す
る
た

め
、
連
携
に
よ
り
保
育
士
を

確
保
す
る
こ
と
で
、
万
が
一

の
対
応
が
可
能
に
な
る
。

 

現
在
の
市
内
の
連
携
状
況
は
。

 

系
列
園
が
あ
る
３
園
で
は
系

列
園
同
士
で
連
携
さ
れ
て
い

る
が
、
残
る
５
園
は
連
携
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
引

き
続
き
連
携
園
の
確
保
に
努

め
る
。

 

連
携
園
が
な
く
、
対
応
に
苦

労
し
て
い
る
な
ど
の
事
例
は

あ
る
か
。　

 

現
状
、
連
携
園
が
な
く
困
っ

て
い
る
と
い
っ
た
声
は
聞
い

て
い
な
い
が
、
実
態
と
し
て

園
庭
の
借
用
な
ど
の
連
携
を

さ
れ
て
お
り
、
近
隣
園
と
の

協
力
関
係
は
築
け
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

❶ 

市
内
一
部
大
企
業
に
対
す

る
奨
励
金
事
業
を
行
い
、

誘
致
企
業
の
白
紙
撤
回
が

起
こ
っ
た
。
責
任
の
所
在

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と

総
括
が
必
要
で
あ
り
、
広

く
声
を
聴
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
中
小
事
業

者
の
支
援
は
。

 

バ
ル
事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
事
業
等
を
消
費
喚

起
と
し
て
幅
広
い
業
種
を

対
象
に
中
小
企
業
振
興
を

行
う
。

❷ 

健
康
運
動
公
園
の
市
民
へ

の
周
知
と
意
見
聴
取
は
。

 

栗
東
運
動
公
園
整
備
懇
談

会
や
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

❸ 
農
業
は
高
齢
化
、
資
材
等

の
高
騰
で
継
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
。
対
応
策
は
。

 

令
和
7
年
度
か
ら
「
地
域

計
画
」
に
基
づ
き
、
継
続

し
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

❹ 

介
護
報
酬
の
減
額
で
市
社

協
の
訪
問
介
護
事
業
所
が

中
止
に
な
っ
た
。
市
の
対

応
は
。

 

市
内
の
事
業
所
で
は
倒
産

は
な
く
相
談
も
な
い
。
人

材
確
保
、
定
着
に
つ
い
て

は
国
へ
の
要
望
を
継
続
す

る
。

❺ 

国
民
健
康
保
険
の
「
県
へ

の
統
一
」
は
国
保
税
の
さ

ら
な
る
値
上
げ
し
か
な
い
。

県
に
「
拙
速
な
統
一
を
し

な
い
よ
う
」
働
き
か
け
を
。

 

国
、
県
で
決
定
し
た
こ
と

で
あ
り
働
き
か
け
は
し
な

い
。

❻ 

不
登
校
児
・
生
徒
が
増
加

し
て
い
る
。
特
に
「
学
校

に
行
け
な
い
」
児
童
・
生

徒
へ
の
対
応
は
。

 

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
お
り
、
専
任

支
援
員
の
増
員
や
訪
問
相

談
事
業
を
進
め
る
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

就
学
前
保
育
・
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
に
つ
な
げ
ま
す

代代 質質表表 問問５会派から市長の施政方針、教育長の教育方針について質問しました。
質問と答弁の要旨をお伝えします。

❶工場立地計画での白紙撤回の総括・責任。中小業者等への支援 
❷健康運動公園の市民への周知と意見聴取　❸市内農業の所得補償、後継者対策　
❹介護事業所の中止と自治体の役割　❺国民健康保険の県の統一　❻不登校児童・生徒への対応

〇青木千尋　●青木千尋　　伊吹　裕

〇は代表者　　●は質問者

日本共産党栗東市議団

質問事項

▲

栗
東
市
認
可
小
規
模
保
育
園

　
な
な
い
ろ
保
育
園
（
霊
仙
寺
地
先
）

▲ニプロ（株 ) 撤退の広大な土地 
　( 北中小路地先 )
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❶ 

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の

成
果
は
。

 ｢

馬
の
ま
ち
」
で
あ
る
栗

東
市
が
「
馬
を
活
用
し
た

公
園
」
を
作
る
と
い
う
特

徴
的
な
部
分
に
つ
い
て
、

総
じ
て
印
象
が
良
く
、
馬

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で

に
ぎ
わ
い
事
業
者
に
も
参

画
意
欲
を
も
た
ら
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
市
場
性
が

確
認
で
き
た
。

❷ 

中
高
生
に
も
気
軽
に
利
用

し
や
す
い
児
童
館
と
し
て
、

今
後
の
工
夫
は
。

 

企
業
等
と
の
協
働
に
お
け

る
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
通
し
て
、
中
高
生
等
が

気
軽
に
施
設
を
利
用
で
き

る
環
境
を
つ
く
り
、
将
来

的
に
は
小
中
高
生
世
代
が

自
主
的
に
企
画
・
運
営
を

行
い
、
多
世
代
交
流
・
子

ど
も
の
居
場
所
の
創
出
に

繋
げ
る
。

❸ 

空
調
設
備
設
置
の
計
画
期

間
は
。

 

令
和
７
年
度
に
各
施
設
の

現
況
を
確
認
の
上
、
整
備

に
か
か
る
事
業
費
や
活
用

財
源
の
調
査
を
行
い
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
整
備
方

針
に
つ
い
て
示
す
。

❹ 

今
後
の
少
子
化
対
策
・
定

住
促
進
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
は
。

 

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
若
い
世
代
の

流
入
を
中
心
と
し
た
支
援

か
ら
、
定
住
を
重
視
し
た

支
援
へ
と
改
正
を
す
る
。

移
住
・
交
流
に
か
か
る
情

報
発
信
や
P
R
活
動
の
実

施
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
県
移
住
・
交
流

促
進
協
議
会
に
入
会
し
、

移
住
者
・
交
流
人
口
の
増

加
に
む
け
た
情
報
発
信
や

｢

し
が
・
め
ぐ
り
あ
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
し
が

結
）
」
に
よ
る
婚
活
イ
ベ

ン
ト
も
組
み
合
わ
せ
る
。

❶ 

令
和
７
年
度
に
造
成
工
事

等
を
実
施
さ
れ
る
が
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
全

体
工
事
費
は
。

 

現
時
点
に
お
け
る
全
体
事
業

費
は
、令
和
25
年
３
月
ま
で

の
運
営
費
を
含
め
、50
億 

５
４
４
０
万
円
、完
成
及
び

供
用
開
始
は
、令
和
10
年
３

月
を
予
定
し
て
い
る
。　

❷ 

整
備
内
容
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。　

 

栗
東
墓
地
公
園
内
に
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
形
式
の
墓
石
、

献
花
台
、
記
名
版
等
を
設

置
し
、
埋
蔵
可
能
数
２
千

体
を
計
画
し
て
い
る
。
工

事
は
、
秋
頃
か
ら
を
予
定

し
て
い
る
。

❸ 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

推
進
さ
れ
、
増
額
傾
向
で

あ
る
が
、
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
魅
力
あ
る
返
礼
品

の
創
出
に
努
め
ら
れ
た
い

が
ど
う
か
。

 

地
場
産
品
の
開
拓
、
開
発

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
民

間
事
業
者
の
知
見
を
活
用

し
、
魅
力
あ
る
返
礼
品
の

創
出
に
努
め
る
。

❹ 

自
治
体
が
誘
客
施
設
を
整
備

し
、
適
正
に
管
理
・
運
営

さ
れ
て
い
る
施
設
は
殆
ど

な
い
。
大
型
公
共
事
業
の

実
施
に
あ
っ
て
は
、
市
民

の
理
解
と
納
得
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

都
市
公
園
の
整
備
の
目
的
は
、

引
退
競
争
馬
を
活
用
し
た

単
な
る
公
園
整
備
で
は
な

く
、
市
民
の
方
々
に
長
く

親
し
ま
れ
、
誇
り
を
も
っ

て
も
ら
え
る
栗
東
に
し
か

で
き
な
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

的
な
公
園
整
備
を
行
う
。

❺ 
公
務
員
の
定
年
が
延
長
さ
れ

る
中
、
令
和
５
年
度
は
８
名

の
管
理
職
員
が
定
年
を
待
た

ず
し
て
退
職
さ
れ
た
。
ま
た
、

若
年
層
職
員
の
退
職
も
急
増

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。

  

管
理
職
員
の
退
職
は
、
個
々

の
家
庭
事
情
や
ご
自
身
の
体

調
面
、
今
後
の
人
生
設
計
と

い
っ
た
事
情
が
背
景
に
あ
る
。

ま
た
、
若
年
層
職
員
は
、
価

値
観
・
労
働
観
の
多
様
性
に

よ
り
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
の
た
め
に
敢
え
て
退
職

し
、
別
の
職
を
選
ぶ
職
員
が

増
え
た
と
認
識
し
て
い
る
。

❶栗東健康運動公園におけるPark-PFI制度の調査　❷児童館利用の今後のありかた　
❸猛暑対策、災害時の避難所としての小中学校体育館等の空調設備　
❹結婚新生活支援事業と少子化対策・定住促進

❶火葬場の整備時期は　❷合葬墓の整備　 
❸ふるさとりっとう応援寄附金　❹健康運動公園計画　❺急増する職員の退職理由

〇川嶋　恵　●川嶋　恵　　塩見　隆

〇武村　賞　●櫻井浩司

〇は代表者　　●は質問者

〇は代表者　　●は質問者

公 　 　 明 　 　 栗 　 　 東

究 　 　 理 　 　 の 　 　 会

質問事項

質問事項

▲ 合葬墓（イメージ図）

▲小学校体育館（市内）

代表質問の全体映像は各二次元コードよりご視聴ください
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❶ 

栗
東
健
康
運
動
公
園
に
つ

い
て
、
学
区
外
住
民
へ
の

説
明
や
子
ど
も
た
ち
の
意

見
収
集
は
さ
れ
て
い
な
い
。

市
民
か
ら
は
不
安
や
反
対

の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
が
、

市
民
の
賛
同
と
理
解
を
ど

の
よ
う
に
得
て
い
く
の
か
。

 

引
き
続
き
、
栗
東
健
康
運

動
公
園
整
備
懇
談
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
、
様
々
な

機
会
を
と
ら
え
て
取
り
組

む
。

❷ 

各
小
中
学
校
の
大
規
模
改

造
工
事
に
お
い
て
、
プ
ー

ル
の
改
修
は
対
象
に
な
っ

て
い
な
い
。
今
年
度
は
プ

ー
ル
設
備
の
故
障
に
よ
り

プ
ー
ル
授
業
が
遅
れ
た
事

案
も
発
生
し
た
。
今
後
の

プ
ー
ル
施
設
と
プ
ー
ル
授

業
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
を
伺
う
。

 

老
朽
化
に
伴
う
維
持
管
理

コ
ス
ト
や
水
質
管
理
に
か

か
る
教
員
の
負
担
に
つ
い

て
は
課
題
が
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
プ
ー
ル
の
在

り
方
に
か
か
る
可
能
性
調

査
や
授
業
の
方
向
性
を
協

議
し
て
い
く
。　
　
　
　
　

 

❸ 

部
活
動
地
域
移
行
の
取
り

組
み
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

 

モ
デ
ル
と
し
て
、
卓
球
と

柔
道
の
2
団
体
が
栗
東
中

学
校
の
施
設
に
お
い
て
活

動
を
開
始
す
る
。

 

指
導
者
の
資
質
と
し
て
競

技
経
験
や
専
門
知
識
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
教
育
的

視
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

指
導
者
の
養
成
講
座
や
資

格
の
有
無
に
つ
い
て
考
え

を
伺
う
。

 

指
導
者
資
格
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
条
件
と
し
、
研

修
は
県
主
催
の
指
導
者
研

修
を
活
用
し
て
い
く
。

❶ 

栗
東
健
康
運
動
公
園
（
ホ

ー
ス
パ
ー
ク
）
に
つ
い
て
、

総
事
業
費
、
事
業
期
間
の

見
直
し
を
市
民
の
皆
様
へ

ど
の
よ
う
に
周
知
し
て
い

く
の
か
。

  
引
き
続
き
、
栗
東
健
康
運

動
公
園
整
備
懇
談
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
等
、
様
々
な

機
会
を
と
ら
え
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

 

❷ 

小
中
学
校
体
育
館
等
へ
の

空
調
設
備
設
置
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

  

令
和
７
年
度
に
各
施
設
の

現
況
を
確
認
の
上
、
整
備

に
か
か
る
事
業
費
や
活
用

財
源
の
調
査
を
行
い
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び

整
備
方
針
に
つ
い
て
示
す
。

❸ 

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の
開
催

年
だ
が
、
市
民
皆
様
の
機

運
を
高
め
て
い
く
考
え
は
。

  

認
知
度
の
向
上
と
、
多
く

の
方
が
大
会
に
関
わ
り
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
。 

市
内
小
中
学
生
を

中
心
に
「
国
ス
ポ
・
障
ス

ポ
し
ん
ぶ
ん
」
を
発
行
す

る
な
ど
認
知
度
を
高
め
る

取
り
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
炬
火
イ
ベ
ン
ト
、

開
会

100
日
前
イ
ベ
ン
ト
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発
に

よ
り
機
運
を
高
め
て
い
く
。

❹ 
学
力
向
上
セ
レ
ク
ト
・
パ

ッ
ケ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う
に

実
施
し
て
い
く
の
か
。

  

学
校
司
書
の
配
置
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
学
習
支
援
員
の
派
遣
、

学
習
指
導
支
援
員
の
配
置
、

教
育
研
究
所
研
究
員
の
派

遣
、
専
科
教
員
の
配
置
の

５
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
た
。
今

後
も
メ
ニ
ュ
ー
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
・
ア
ッ
プ
を
図
り
、

学
校
現
場
に
よ
り
求
め
ら

れ
る
効
果
の
高
い
学
力
向

上
策
を
提
供
す
る
。

❶市民に愛される栗東健康運動公園に　 
❷小中学校におけるプール授業の今後　❸部活動地域移行の進捗　　

❶人々が多様な交流や日常的な憩いを楽しめる公園　❷小中学校体育館等への空調設備設置　
❸国スポ・障スポの機運を高める　❹子どもたちの学ぶ力向上に向けて

〇田村隆光　●谷口律香　　上石田昌子

〇三木敏嗣　●寺田靖広　　上田忠博　　中野光一　
　里内英幸　　梶原美保　　西田　聡　　奥村　明

〇は代表者　　●は質問者

〇は代表者　　●は質問者

栗 東 市 民 ネットワ ー ク

新 　 　 　  政 　 　 　  会

質問事項

質問事項

▲第 4 回栗東健康運動
　公園整備懇談会資料
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個 人 質 問 ここが聴きたい 市政を問う
～３月定例会での個人質問と答弁の要旨をお伝えします～

企業誘致等に係る自治体の責任
上石田 昌子 議員

令
和
元
年
６
月
の
コ
ス
ト
コ
断
念
か

ら
翌
月
に
は
ニ
プ
ロ
か
ら
用
地
取
得
に

伴
う
協
力
依
頼
文
が
提
出
さ
れ
た
。
異
例
と
も

言
う
べ
き
差
し
代
わ
り
か
と
思
う
が
、
行
政
の

意
思
決
定
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
の

か
、
ま
た
仲
介
業
者
等
が
入
っ
て
い
た
の
か
を

問
う
。

令
和
元
年
７
月
に
ニ
プ
ロ
か
ら
立
地

相
談
を
受
け
て
い
た
が
、
用
地
取
得
の

プ
ロ
セ
ス
、
仲
介
業
者
の
有
無
は
把
握
し
て
い

な
い
。

買
収
時
の
依
頼
文
差
出
人
を
黒
塗
り

で
情
報
公
開
し
た
理
由
と
、
撤
退
に
つ

い
て
議
会
へ
説
明
し
た
際
、
資
料
を
非
公
開
と

し
た
理
由
を
問
う
。

企
業
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
る

株
式
な
ど
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
。

｢

東
部
地
区
新
産
業
拠
点
の
整
備
に
関

す
る
条
例
」
の
工
業
用
水
道
整
備
の
市

負
担
は
「
全
部
又
は
一
部
」
だ
が
、
ニ
プ
ロ
の

使
用
す
る
工
業
用
水
整
備
が
全
部
負
担
と
な
っ

た
プ
ロ
セ
ス
を
問
う
。

欠
か
せ
な
い
設
備
で
あ
り
、
条
例
に

基
づ
き
全
部
負
担
と
し
た
。

ニ
プ
ロ
は
撤
退
に
つ
い
て
の
地
元
説

明
会
後
、
住
民
か
ら
の
質
問
に
対
す
る

回
答
で
「
投
機
目
的
や
転
売
を
行
う
意
図
は
な

い
」
と
書
面
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
目
線
で
の
疑
念
が
出
て
い
る
と
推
察
さ
れ

る
が
、
市
は
な
ぜ
疑
念
払

拭
の
努
力
を
し
な
い
の
か
。

市
は
疑
念
を
持

た
れ
る
よ
う
な
手

続
き
は
し
て
い
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

問問問 問 答答答 答

ページ 質 問 者 定 例 会 で の 質 問 事 項

11 上 石 田 昌 子 企業誘致等に係る自治体の責任について
～コストコからニプロへの変遷～

12 塩 見　 隆
１　選挙における投票支援について
２　熱中症対策における小中学校への冷水機設置について
３　小学 4 年生の森林体験学習「やまのこ」事業について

12 寺 田 靖 広 指定管理者制度と条例改正について

12 奥 村　 明 消防団について

13 梶 原 美 保
活気と魅力が実感できるまちにむけて
①　安心して住み続けられる地域公共交通の充実
②　周遊型観光はまちの起爆剤となるか

13 三 木 敏 嗣 「荒張グリーンランド」について

13 田 村 隆 光 １　職員の人材不足へ対策の強化を
２　学童保育所で起きた重要事案の早期解決を

14 伊 吹 　 裕
１　地域医療の充実と相談体制の確立について
２　国民健康保険の県内税率等を統一することについて
３　北中小路地先の企業誘致、工場建設断念を問う

14 西 田　　 聡 重層的支援推進事業
～福祉的相談支援体制の充実～

14 上 田 忠 博 都市計画まちづくり
～第四次都市計画マスタープラン中間検証、見直しについて～

問 …議員の質問　答 …市からの回答　意 …議員の意見

個人質問とは？
皆さんの生活に関わる大切な
事柄について、議員が提言も
含めて市に考えを聞きます。

分野別アイコン

気になる分野をチェック！

各記事に記載

くらし

子育て・教育

健康・福祉

安全・安心

まちづくり

その他

議会動画　配信中！
各議員の記事に掲載の二次元
コードを読み込んで、その議
員の個人質問の全体映像を
YouTube でご覧いただけま
す。

栗東市議会
YouTube
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消防団員と施設・装備の充実へむけて

指定管理者制度と条例

選挙における投票支援

奥村 明 議員

寺田 靖広 議員

塩見 隆 議員

本
市
の
団
員
数
の
推
移
や
現
状
、
団

員
数
充
実
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

条
例
に
基
づ
く
団
員
定
数
は

114
名
。

近
年
の
団
員
数
は
、
令
和
４
年
度
94
名
、

令
和
５
年
度
93
名
、
令
和
６
年
度
89
名
で
減
少

傾
向
に
あ
る
。
今
後
の
団
員
数
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
は
、
市
内
の
様
々
な
催
し
等

の
機
会
を
捉
え
て
市
民
へ
呼
び
か
け
る
。

大
規
模
災
害
団
員
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

本
市
地
形
の
特
性
か
ら
、
各
地
区
の

分
団
と
は
別
に
、
機
能
別
分
団
と
し
て

「
山
林
分
団
」
が
活
動
し
て
お
り
、
消
防
団
や

消
防
署
員
Ｏ
Ｂ
で
の
組
織
「
消
防
防
災
会
」
が

大
規
模
災
害
団
員
制
度
と
同
様
の
目
的
を
持
ち
、

心
強
い
本
市
消
防
団
の
応
援
団
で
あ
る
。　

「
消
防
団
応
援
の
店
」
の
店
舗
数
と

認
知
度
向
上
へ
む
け
た
取
り
組
み
は
。

滋
賀
県
下

666
店
舗
、
市
内
で
は

２６
店

舗
が
登
録
。
こ
の
制
度
は
消
防
団
員
に

な
る
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
店
舗

が
増
え
る
よ
う
、
県
や
県
消
防
協
会
と
共
に
店

舗
や
事
業
者
に
対
す
る
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

市
長
の
消
防
団
に
対
す
る
想
い
は
。

消
防
団
の
皆
様
方
に
は
日
頃
の
活

動
・
使
命
感
の
中
で
、
本
市
の
安
心
・

安
全
を
守
っ
て
い
た

だ
き
、
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
民
間
事
業
者
な
ど

に
公
の
施
設
の
管
理
を
任
せ
る
こ
と
。
そ
の
場

合
、
そ
の
公
の
施
設
の
設
置
条
例
で
規
定
す
る

こ
と
に
な
る
。

指
定
管
理
施
設
を
増
や
す
考
え
は
あ

る
か
。

民
間
活
力
の
活
用
や
公
民
連
携
の
推

進
に
向
け
、
対
象
と
な
る
公
共
施
設
へ

の
導
入
是
非
を
協
議
す
る
ス
キ
ー
ム
を
考
え
て

い
く
。

条
例
の
改
正
に
つ
い
て
、
定
期
的
に

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

施
設
所
管
課
で
適
切
な
時
期
に
検
討

さ
れ
、
判
断
さ
れ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
時
期
に
見
直
し
を
実
施

し
て
い
る
の
か
。

国
に
よ
る
制
度
改
正
の
タ
イ
ミ
ン
グ

や
指
定
管
理
施
設
の
運
営
に
よ
る
課
題

が
生
じ
た
と
き
、
あ
る
い
は
指
定
管
理
の
選
定

時
期
を
迎
え
る
前
な
ど
、
適
宜
、
見
直
し
を
行

っ
て
い
る
。指

定
管
理
者
と
協
議
し
、
運
営
の
た

め
の
仕
様
書
変
更
や
条
例
改
正
を
検
討

で
き
る
か
。選

定
替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ

て
、
指
定
管
理
者
の
意
見
を
聴
き
、
条

件
整
理
を
標
準
的
に
行
え
る
よ
う
、
指
定
管
理

の
運
用
指
針
の
見
直
し
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

指
定
管
理
者
が
よ
り
制
約
が
少
な
く

管
理
・
運
営
が
で
き
れ
ば
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
来
場
者
が
増
え
る

こ
と
で
増
収
に
つ
な
が
り
、
公
募
を
し
て
も
応

募
者
が
増
え
、
指
定
管
理
料
の
縮
減
と
い
っ
た

好
循
環
が
生
ま
れ
る
。

投
票
の
際
に
支
援
が
必
要
な
方
が
希

望
す
る
支
援
内
容
を
示
せ
る
『
投
票
支

援
カ
ー
ド
』
な
ど
を
、
今
夏
の
参
議
院
選
挙
か

ら
導
入
を
お
願
い
し
た
い
が
見
解
は
。

投
票
支
援
が
必
要
な
方
が
一
定
数
い

る
こ
と
か
ら
、
投
票
に
対
す
る
不
安
を

少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
早
急
に
こ
れ
ら
の
導

入
を
検
討
す
る
。

小
中
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
、
水
分
補
給

の
た
め
の
環
境
整
備
の
取
り
組
み
は
。

熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
６
月
か
ら

10
月
ま
で
の
期
間
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
サ
ー

バ
ー
を
配
備
し
、
必
要
数
分
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ

ト
ル
が
各
校
に
配
達
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。

小
学
４
年
生
の
森
林
体
験
学
習
「
や
ま
の
こ
」
事
業

来
年
度
よ
り
１
泊
２
日
か
ら
日
帰
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
更
さ
れ
る
が
、
活
動

時
間
が
短
く
な
り
十
分
な
学
び
が
得
ら
れ
な
く

な
る
の
で
は
。
ど
の
よ
う
に
補
う
の
か
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
森
林
へ

の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
人
と
豊
か
に

か
か
わ
る
力
を
育
む
た
め
の
学
習
効
果
が
上
が

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
共
に
持
続
可
能
な
事
業

展
開
に
向
け
た
運
営
体
制
の
効
率
化
と
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
改
善
を
進
め
て
い
く
。

問問問問

問問問意 問

問問問

答答答答

答答答 答

答答答

▲コミュニケーションカード

▲投票用紙
　記入補助具

▲投票支援
　カード

▲栗東市消防団の動画（市ＨＰより）
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職員の人材不足へ対策の強化を

荒張グリーンランド

地域公共交通の維持・活性化と周遊型観光の促進

田村 隆光 議員

三木 敏嗣 議員

梶原 美保 議員

近
年
、
市
の
中
堅
職
員
の
中
途
退
職

や
新
規
採
用
な
ど
人
事
に
苦
慮
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
伺
え
る
。
こ
の
５
年
間
に
お
け
る

中
途
退
職
者
の
人
数
は
。

20
代
28
人
、
30
代
18
人
、
40
代
13
人
、

50
代
20
人
の
計
79
人
。
す
べ
て
正
規
職

員
で
あ
る
。
ま
た
、
入
庁
３
年
以
内
の
離
職
率

6.7
％
は
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

昨
年
６
月
に
守
山
市
が
、
介
護
や
育

児
等
の
事
情
に
よ
り
や
む
を
え
ず
自
己

都
合
退
職
し
た
職
員
を
即
戦
力
と
し
て
再
活
躍

し
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
元
職
員
の

再
採
用
制
度
（
キ
ャ
リ
ア
リ
タ
ー
ン
制
度
）
を

導
入
さ
れ
た
が
見
解
を
伺
う
。

再
採
用
制
度
に
つ
い
て
は
採
用
に
あ

た
っ
て
既
に
過
去
の
勤
務
実
績
に
よ
り

能
力
が
把
握
で
き
て
い
る
こ
と
や
、
採
用
す
る

職
員
が
職
階
ご
と
に
必
要
な
能
力
を
身
に
付
け

て
い
れ
ば
育
成
期
間
が
短
縮
で
き
る
こ
と
が
特

徴
と
考
え
る
。

公
務
員
の
職
場
の
雰
囲
気
や
業
務
を

知
る
だ
け
で
な
く
、
志
望
動
機
を
深
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

が
あ
る
が
、
そ
の
実
習
後
、
入
庁
し
た
者
は
い

る
の
か
。イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
制

度
で
受
け
入
れ
を

始
め
て
以
降
、
４

名
が
職
員
と
し
て

入
庁
し
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

学
童
保
育
所
で
起
き
た
重
要
事
案
の
早
期
解
決
を

跡
地
利
用
に
関
す
る
取
り
組
み
は
。

平
成
３
年
よ
り
、
当
時
開
発
許
可
の
権

限
を
有
し
て
い
た
県
や
地
元
と
ま
ち
が
現

状
調
査
を
実
施
す
る
と
共
に
、
庁
内
に
お
い
て
も

「
荒
張
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
跡
地
開
発
利
用
検
討

会
」
を
計
23
回
開
催
し
取
り
組
ん
だ
が
、
種
々
の

課
題
が
あ
り
解
決
策
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

活
用
に
つ
い
て
の
課
題
は
。

都
市
計
画
法
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お

け
る
規
制
の
ほ
か
、
道
路
や
上
下
水
道
等

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
。

当
時

300
人
以
上
の
地
権
者
が
お
ら
れ
、
相
続
を
経

て
世
代
交
代
が
進
み
所
有
者
の
調
査
や
土
地
利
用

へ
の
同
意
取
得
が
課
題
で
あ
る
。

相
続
登
記
の
義
務
化
の
効
果
は
。

昨
年
４
月
よ
り
不
動
産
登
記
法
が
改
正

さ
れ
、
所
有
権
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら

３
年
以
内
に
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
た
が
、
当

該
地
の
存
在
を
知
ら
な
い
相
続
人
も
想
定
さ
れ
る
。

効
果
が
現
れ
る
ま
で
に
は
時
間
を
要
す
る
。

入
口
付
近
に
は
、
既
存
住
宅
が
あ
り
部

分
開
発
は
で
き
な
い
の
か
。

農
家
住
宅
や
分
家
住
宅
な
ど
の
基
準
で

個
々
に
土
地
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、

当
時
検
討
し
て
い
た
既
存
宅
地
等
の
制
度
も
廃
止

さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
分
譲
地
開
発
を
認
め
る
手

法
が
な
い
。

本
定
例
会
新
年
度
予
算
審
査
に
お
け

る
バ
ス
路
線
対
策
事
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
対
策
費
補
助
金
の
内
訳
は
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の

運
行
対
策
費
と
し
て
、
５
０
６
３
万 

３
千
円
、
民
営
バ
ス
路
線
の
運
行
対
策
費
と
し

て
、
運
行
に
必
要
な
人
件
費
と
燃
料
費
か
ら
運

送
収
入
を
差
し
引
い
た
２
２
８
５
万
円
で
あ
る
。

次
年
度
以
降
も
同
様
に
赤
字
補
填
が

行
わ
れ
る
の
か
。
大
き
な
負
担
だ
が
。

新
た
な
運
行
を
実
施
す
る
ま
で
に
は
、

少
な
く
と
も
２
、
３
年
か
か
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
少
し
で
も
負
担
を
縮
小
す
る
た

め
、
国
の
補
助
制
度
の
調
査
や
経
費
削
減
に
取

り
組
み
、
で
き
る
だ
け
早
く
現
状
か
ら
の
脱
却

を
目
指
す
。め

ぐ
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
は
、
車
内
で
の

イ
ベ
ン
ト
や
、
画
像
・
音
楽
コ
ン
テ
ン

ツ
と
の
連
動
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
乗
車
を
増
や
す
工
夫
が
で
き
、
く
り

ち
ゃ
ん
バ
ス
は
、
市
内
園
児
の
絵
画
展
示
な
ど

で
、
利
用
促
進
の
工
夫
も
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

例
え
ば
運
行
経
路
沿
線
の
観
光
資
源

の
魅
力
的
な
情
報
を
伝
え
る
音
声
ガ
イ

ド
を
流
す
な
ど
、
周
遊
型
・
滞
在
型
観
光
に
よ

る
再
訪
者
や
利
用
者

を
増
や
す
工
夫
を
栗

東
市
観
光
協
会
と
連

携
し
て
検
討
す
る
。

く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
を

利
用
し
て
も
ら
う
工

夫
も
、
き
っ
か
け
づ

く
り
を
考
え
て
い
く
。

問問問

問問問問

問問 問

答答答

答答答答

答答答

▲くりちゃんバス 葉山循環線

▲荒張グリーンランド
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都市計画まちづくり
～第四次都市計画マスタープラン中間検証、見直し～

重層的支援推進事業 
～福祉的相談支援体制の充実～

地域医療の充実と相談体制の確立を

上田 忠博 議員

西田 聡 議員

伊吹 裕 議員

第
四
次
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

中
間
検
証
、
見
直
し
の
経
緯
は
。

令
和
２
年
に
策
定
し
、
10
年
間
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
計
画
で
あ
り
、

第
六
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
等
、
上
位
計

画
の
見
直
し
も
あ
り
、
５
年
目
と
し
て
進
捗
状

況
を
確
認
・
共
有
し
、
施
策
等
の
見
直
し
・
改

善
を
行
う
。生

活
、
住
環
境
や
自
然
環
境
の
維
持
と
、

商
業
・
工
業
等
の
発
展
の
両
立
は
。

近
年
整
備
が
進
む
幹
線
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
企
業
の
進
出
や
用
地

拡
充
の
ニ
ー
ズ
、
ま
た
、
若
者
世
代
層
の
転
入

が
多
く
住
宅
ニ
ー
ズ
や
商
業
系
施
設
の
需
要
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
無
秩
序
な
開
発
行
為
を
抑

制
し
、
農
地
等
の
保
全
を
前
提
に
し
つ
つ
計
画

的
な
土
地
利
用
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

本
市
は
国
道
１
号
・
８
号
バ
イ
パ
ス
、

山
手
幹
線
等
の
広
域
幹
線
道
路
・
都
市
計

画
道
路
等
、
多
く
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

捗
・
完
了
予
定
で
あ
る
。
街
並
み
形
成
を
誘
導

型
で
行
い
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
構
築
が
求
め
ら

れ
る
が
見
解
は
。

道
路
整
備
や
交
流
拠
点
機
能
の
強
化
等
、

利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
を
通
じ
て
広
域
・
近
隣
地
域
交
流
が
進
み
、

高
齢
化
や
災
害
等
に

も
対
応
で
き
る
安
心

な
ま
ち
を
目
指
す
。

良
質
な
住
環
境
・
宅

地
等
が
維
持
・
創
出

さ
れ
効
果
的
な
土
地

利
用
が
図
れ
る
よ
う
、

適
正
な
制
限
の
も
と

対
応
を
検
討
す
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
課
題
が
あ
る
中
で
、

｢

ひ
き
こ
も
り｣

を
切
り
口
と
し
た
経
緯
は
。

８
０
５
０
問
題
を
は
じ
め
複
合
的
な

課
題
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
、
孤
立
を
防

ぎ
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
た
め
の

事
業
展
開
を
考
え
た
。　

今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
集
い
場

『虹
』
の
現
状
は
。　

令
和
６
年
４
月
か
ら
毎
週
金
曜
日
に
開
設

し
、
個
別
相
談
や
自
分
の
ペ
ー
ス
で
過
ご
せ

る
居
場
所
と
し
て
、
令
和
７
年
１
月
末
現
在
、
延
べ

256
人
、
実
人
数
で
21
人
が
利
用
し
て
い
る
。　

｢

子
ど
も
・
若
者
よ
ろ
ず
相
談
」
の
現

状
と
課
題
は
。　

令
和
６
年
６
月
か
ら
市
役
所
で
月
１

回
、
２
時
間
開
設
し
て
い
る
が
利
用
実

績
は
延
べ
11
回
で
あ
る
た
め
、
運
営
方
法
の
見

直
し
や
事
業
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー)

の
配
置
数
と
そ
の
役
割
、

活
用
面
で
の
課
題
は
。

中
学
校
区
ご
と
に
１
名
、
計
３
名
配

置
し
て
い
る
。
相
談
支
援
や
関
係
機
関

へ
の
同
行
支
援
が
主
な
役
割
で
、
個
々
の
ケ
ー

ス
に
密
に
対
応
す
る
た
め
の
体
制
強
化
や
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
が
課
題
で
あ
る
。

生
活
課
題
を
抱
え
る
市
民
に
寄
り
添
い

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

今
回
、
滋
賀
県
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
「
＃
７
１
１
９
」
事
業
の
概
要
は
。

滋
賀
県
が
主
体
と
な
っ
て
令
和
７
年

10
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
予
定
。

＃
７
１
１
９
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
こ
と
で
、
医

療
従
事
者
等
の
専
門
家
が
、
24
時
間

365
日
体
制

で
、
市
民
か
ら
救
急
車
の
出
動
が
必
要
か
ど
う

か
の
相
談
に
応
じ
る
。

相
談
体
制
が
整
う
こ
と
で
、
市
民
の
不
安
解

消
と
救
命
率
の
向
上
、
救
急
車
や
救
急
隊
員
の

適
正
化
な
ど
に
も
効
果
の
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

国
民
健
康
保
険
の
県
内
税
率
等
の
統
一

滋
賀
県
が
令
和
９
年
度
に
県
内
国
保

税
率
を
統
一
す
る
。
本
市
の
国
保
加
入

者
に
は
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
県
内
の
ど
こ

に
住
ん
で
も
同
じ
所
得
、
同
じ
世
帯
構

成
で
あ
れ
ば
同
じ
保
険
料
に
な
る
こ
と
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。

北
中
小
路
地
先
の
企
業
誘
致

北
中
小
路
地
先
の
工
場
立
地
断
念
に

つ
い
て
、
今
回
の
事
態
に
つ
い
て
、
責

任
の
所
在
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
よ
り
進
め
て
き

た
こ
と
か
ら
、
誰
か
の
責
任
に
な
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

問問問問

問問 問

答

答答答答

答答答

231人
が回答！

市公式LINE
からの回答が

98％たくさんの声をいただきました！
議会だよりアンケート

りっとう議会だより「大きな栗の木の下で」
（年４回発行）を読んでいますか？

毎回
47％(108人）

読んだことがない
17％（39人)

ときどき
36％（84人)

●「質問等の背景が読み取りにくい」
⇒委員会報告の背景説明文を増補し、
　着色して読みやすくしました！

●「議員さんたちの各質問内容もどんな世代に注目し
てほしいのか等、わかりやすく表示があると情報も
行き届きやすいのかなと思います」
⇒個人質問の記事に分野別アイコン
　を追加しました！

●「議会が市民生活に役だっていること、成果を知ら
せてください」（他に同様意見が複数）
⇒「その後、どうなった？」で、
　議会活動が反映された事業の一部
　をご紹介しました！

●議会が正しく運営されているのか。議会の議論によ
って成果が出ているのか。

●議会で審議した内容について、議題にあがったテー
マを知るうえでは良い。しかし前提を理解できてい
ない者にとっては、何を問題提起しているのかわか
りにくいことがある。

●市の抱える問題点、改善方向を知りたい。
●ラウンドアバウトのような、市民生活に関係する新
しいトピックを知りたい。

●議員の目で栗東の魅力を発信するページがあっても
良いのでは?

●党や派閥が違ったら口はきかないのか、とかそうい
うこぼれ話的な読み物がほしい。

●この冊子が届かないと住んでる街のことを気にとめ
なくなってしまいます。頑張ってください。

P6～8

P11～14

P16

読んだことがある192人の方にお尋ねしました

議会だよりは読みやすいですか？
（レイアウト・ページ数・記事タイトル等）

読みやすい
43％

どちらでもない
39％

とても
読みやすい
8％

読みにくい
3％

とても読みにくい
1％

無回答
６％

よく読む記事は？

ここが聴きたい
市政を問う
30％

議会で審議した
議案・賛否の公表
29％

特集ページ
17％

常任委員会
ピックアップ
12％

その他
11％

無回答
1％

気に入った最近の特集記事は？

ラウンドアバウト
（環状交差点）を
安全に 26％

栗東で国スポ・障スポ
を盛り上げよう！ 19％

まちが誇る特産品
「栗東いちじく」  15％

子どもたちが主役！
イマドキの生徒会選挙
14％

夏休み親子
議会見学ツアー
10％

ご存じですか？
健康推進員 9％

無回答
7％

｢議会だよりを読んだことがない」
その理由とは？

アンケートを受けて議会広報編集特別委員会で話し合いを重
ね、議会と市民をつなぐ広報誌としてより多くの方々に親し
んでいただけるよう、今後も取り組みを進めていきます。

アンケート結果の詳細はこちら▶

いただいた声をさっそく反映しました！

あわせて170件程の
自由記述欄の回答をいただきました！
一部を抜粋してご紹介します。

（複数選択可）

（複数選択可）

ご協力いただきありがとうございました

意

▲#7119について
（総務省消防庁）

▲重層的支援推進事業　
集い場「虹」

　　(市ＨＰより）

答問問答
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231人
が回答！

市公式LINE
からの回答が

98％たくさんの声をいただきました！
議会だよりアンケート

りっとう議会だより「大きな栗の木の下で」
（年４回発行）を読んでいますか？

毎回
47％(108人）

読んだことがない
17％（39人)

ときどき
36％（84人)

●「質問等の背景が読み取りにくい」
⇒委員会報告の背景説明文を増補し、
　着色して読みやすくしました！

●「議員さんたちの各質問内容もどんな世代に注目し
てほしいのか等、わかりやすく表示があると情報も
行き届きやすいのかなと思います」
⇒個人質問の記事に分野別アイコン
　を追加しました！

●「議会が市民生活に役だっていること、成果を知ら
せてください」（他に同様意見が複数）
⇒「その後、どうなった？」で、
　議会活動が反映された事業の一部
　をご紹介しました！

●議会が正しく運営されているのか。議会の議論によ
って成果が出ているのか。

●議会で審議した内容について、議題にあがったテー
マを知るうえでは良い。しかし前提を理解できてい
ない者にとっては、何を問題提起しているのかわか
りにくいことがある。

●市の抱える問題点、改善方向を知りたい。
●ラウンドアバウトのような、市民生活に関係する新
しいトピックを知りたい。

●議員の目で栗東の魅力を発信するページがあっても
良いのでは?

●党や派閥が違ったら口はきかないのか、とかそうい
うこぼれ話的な読み物がほしい。

●この冊子が届かないと住んでる街のことを気にとめ
なくなってしまいます。頑張ってください。

P6～8

P11～14

P16

読んだことがある192人の方にお尋ねしました

議会だよりは読みやすいですか？
（レイアウト・ページ数・記事タイトル等）

読みやすい
43％

どちらでもない
39％

とても
読みやすい
8％

読みにくい
3％

とても読みにくい
1％

無回答
６％

よく読む記事は？

ここが聴きたい
市政を問う
30％

議会で審議した
議案・賛否の公表
29％

特集ページ
17％

常任委員会
ピックアップ
12％

その他
11％

無回答
1％

気に入った最近の特集記事は？

ラウンドアバウト
（環状交差点）を
安全に 26％

栗東で国スポ・障スポ
を盛り上げよう！ 19％

まちが誇る特産品
「栗東いちじく」  15％

子どもたちが主役！
イマドキの生徒会選挙
14％

夏休み親子
議会見学ツアー
10％

ご存じですか？
健康推進員 9％

無回答
7％

｢議会だよりを読んだことがない」
その理由とは？

アンケートを受けて議会広報編集特別委員会で話し合いを重
ね、議会と市民をつなぐ広報誌としてより多くの方々に親し
んでいただけるよう、今後も取り組みを進めていきます。

アンケート結果の詳細はこちら▶

いただいた声をさっそく反映しました！

あわせて170件程の
自由記述欄の回答をいただきました！
一部を抜粋してご紹介します。

（複数選択可）

（複数選択可）

ご協力いただきありがとうございました



・水道施設の安全性の確保を！
・持続可能な水道事業運営に向けた取り組みを！

・より栗東で子育てしやすい環境を！
・近隣市のように、ファミリー・サポート・センター事業の実現を！

・楽しく憩える市民の公園と　　
なるよう検討を！

・周辺環境などへの配慮を！
・財政負担軽減のため、
　慎重な対応を！

引用：東亜グラウト工業株式会社

県内初の衛星画像解析による
漏水調査を実施
有収率の向上を目指し、衛星画像解析による先進
的な漏水調査が実施されます。

４月から事業スタート！
子育ての応援をお願いしたい人と子育ての応援
を行いたい人が会員登録をし、児童の預かりな
どの支援が受けられるよう連絡・調整を行う事
業です。

栗東ならではの公園を、対話を進め整備
令和７年度は、市民、民間事業者との対話を進め
ながら、造成詳細設計と用地買収が実施されます。

予算額
700万円

予算額
205万円

予算額
1億6,077万円

衛星画像解析による漏水対策

ファミリー・サポート・センターの開設

栗東健康運動公園
(ホースパーク)の整備 特

集

委
員
会

代
表
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問

個
人
質
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会
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編 集 後 記
　桜の季節も過ぎ、今年もまた暑い夏が始まろうとしています。
　議会広報編集特別委員会委員長の大任をあずかり、早2年。今期最後の
ご挨拶となります。この間、栗東市にお住いの皆様に「最も身近な政治
の場所」栗東市議会での議論や出来事を、より分かりやすく伝えるよう
努力と工夫をしてきました。そして、この議会広報をより身近でわかり
やすいものへと改善するためにアンケート調査も実施しました。ご協力
いただきました皆様に感謝申し上げます。
　今後も、いただいた声をしっかりと受け止めて、より良くわかりやす
い議会広報となるように、さらなる工夫と改善に取り組んでまいりま
す。(伊吹)

（委員長）伊吹　裕　（副委員長）谷口　律香
（委員）梶原　美保　／　寺田　靖広　／　島田　利恵　／　奥村　明

議会広報編集特別委員会

ホームページで全ページがフルカラーの
議会だより（PDF版）をお楽しみいただ
けます。

特集もPDF版はカラーに▲

●公共交通の便を良くする ●登下校の道を明るくしてほしい
●自転車の走る所がない ●友達と遊べる施設、公園がほしい
●勉強できる自習スペースを作ってほしい
●Wi-Fi 環境の改良 ●高校生や大学生に対する支援が少ないと思う
●他校、地域の人との関わりを増やしたい

【参加者アンケート結果】
市議会の活動に興味や関心をもちましたか？

とても興味や関心をもった
ある程度興味や関心をもった

●栗東市民の要望に応えるように、進めてくれていると感じられた
●想像していた堅苦しいイメージではなく皆さんとても優しく明るい雰囲気でした
●しっかり高校生の話も聞いてくれる人だと思いました
●またこういう話す機会を作ってほしいです

高校生が暮らしやすい
栗東市

●健康的に生活できる環境づくり
●20年後には全ての車が自動運転になっている
●発言のしやすい社会になってほしい
●AIの発展で人間が最終的に不要になってしまうかも
●SNSの利用方法について、より考えていく必要がある

栗東高
校２０年後の未来

高校生 の思いを
聴きま した!!

【主権者教育の一環として】
議員と対話の機会
市議の仕事の説明
パブリックコメントの紹介

今回の広聴会は、市内３校３日程での開催のため、議員を振り分けての実施となりました。
聾話学校高等部の生徒たちには市役所にお越しいただき、議場見学も兼ねて 90 分で実施しました。
栗東高校では、美術科の１年生に対し授業での実施。教室の移動時間もあることから 50 分の時間
厳守でかなりタイトな時間設定にも関わらず、生徒の皆様からはたくさんの思いを聴かせていた
だけました。国際情報高校は、生徒会役員と放課後に実施し、生徒会役員として、
生徒たちの代表らしく、校内の意見を取りまとめているような、我々議員視点
の話が多かったように思います。
先生方からも良い機会だったと感想をいただきました。＜特集担当：島田・谷口＞

令和 7 年 1 月 20 日（月曜日）  聾話学校高等部（1年～ 3 年）14 名
令和 7 年 1 月 28 日（火曜日）  栗東高校 美術科（1 年生）37 名
令和 7 年 1 月 29 日（水曜日）  国際情報高校 生徒会の生徒（1年～ 3 年）19 名

聾話学校
高等部聾話学校の生徒が

暮らしやすいまち

●補聴器をイヤホンと間違えないように、みんなに知ってもらいたい
●みんなと楽しく手話を使って会話したい
●高齢者が増えて子どもの数が減る「少子化問題」を改善してほしい
●バス停に屋根があったらいい
●指差しのポスターを配置して視覚によるコミュニケーションを増やしたい

対話を便利にするSOUNDカードTMを使用したワークショップで
若い世代の意見を聴くとともに、

議会を身近に感じていただく機会としました。

アンケート等詳細はこちらから SCAN HERE！

【高校生たちの思いを聴いて】

９３％

国 際情報
高校

▲高校生による指差しポスターのイメージ図
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　◦表紙写真
　高校生の思いを聴きました

令和７年度に進展・実現
市民皆さんの声や思いを受け、議員は

定例会での代表・個人質問や市への要望
活動などにより、政策の実現に向けて取
り組んでいます。　
令和7年度事業の中で、議会での代表・個人質問

を受け、その後進展して展開されるものや実現するもの
の一部をピックアップして紹介します。
議会では、今後も皆さんの声を市に届けるとともに、

事業の進捗状況や効果などを厳しい目でチェックしてい
きます。
※事業の詳細は、二次元コードからご覧いただけます。

その後、どうなった？




